
閉-4
ヽ
一

ヽ

）

―

Ｉ

Ｉ

ヽ

ヽ

ヽ

て

ヽ

て

ヽ

ヽ

て

ヽ

て

ヽ

て

て

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
―

准置)力あ由ぬ.應 党き宦で,安り彰なt資 げtってから理五タカ器菅・ "

晨ハゥ、̈き ころま■・のイぢるのイスわり

ある。 こ久 lミ ヵ、て、)欠 つ′月し、lで

方t ttka｀ ι勺にえしたtの■″

莞たなてぃ。     ψ
X

tり 回の X
X― ( ′当

(2).x、 Y雀

(6)う でな

それ,・

Yの 先染祇■て久そ`久4考 λブl t vl。

)Y、一(育 髄

まヒめマ有 としlぅ か
,

(中木と神粂1) 感覚器官

運動器官

(^ )

(末しょ)神殊fl)

すミ六かな 承りtntlた ■t、 熟資器営て"壬くサY、すt家り)宅女
ヌ付する反応しの1弔 ?の イ言馬it.ν "の ようチ」ソ入でfスねろか。

回 の
^～

J、 X.Y参 焙、マ労λださぃ。

(撼覚犠セ→
^→ Y→ b→ ×つ C→ Y→ d→ 運勧鶴夕)

(1)(6)の 反たくり典資デ営は何んヽ、 (液店 )

(8)熱 ぃものに
'力

ψア、4■ 足わプチを■|ぃ たし寺_賓吹答官て,農 ヶχぅた

常`|シら
'ヽ

■久に校寸ける反メきの命令0イ色毛|・ Y日のよぅなり気でへゎψへ́

(つ 回の久～dむち、運雀力神経 は
い久う`。マ(毛 輌ぃ斃 ■すltレヘ.

(」

←)回 のへ～dの うち,「1等亀年申経 1■ Vれ か。等こ毛.・ うなたは しヽ1

し)爬 党7夕 組ゃ遅色め守氣 はプtましめてイ可ヒロうが_

〔熟覧‰鬱っ 次 → Y っ よ う 垣重
“
魔ウ )


